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第
61
回
県
民
体
育
大
会，

第

48
回
大
島
地
区
大
会
が，

平
成

19
年
７
月
７
日，

８
日
の
２
日

間，

11
町
村
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
和
村
で
は
７
日

に
村
体
育
館
で
剣
道，

８
日
に

村
民
プ
ー
ル
で
水
泳
の
２
種
目

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
和
村
か
ら
は，

11
競
技
に

約
１
２
６
名
の
選
手
団
が
出
場

し，

炎
天
下
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
大
和
村
は
男
女
総

合
で
10
位，

女
子
総
合
で
10
位

と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

中
で
も
軟
式
野
球，

ラ
グ
ビ

ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
準

優
勝
と
す
ば
ら
い
い
成
績
を
お

さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

●
準
優
勝

＊
軟
式
野
球

＊
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
三
位

＊
水
泳

選
手
の
皆
さ
ん，

又
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん，

本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（ 2 ）

剣道選手宣誓
(大和チーム直島選手)

準優勝　ラグビーフットボール　大和チーム 三位入賞　水泳　大和チーム

県
体
大
島
地
区
開
幕
、　各
地
で
熱
戦

軟
式
野
球
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
和
チ
ー
ム
準
優
勝

準優勝　軟式野球　大和チーム



（ 3 ）

大
和
村
思
勝
地
内
の
大
和
川
水
系
三

田
川
に
建
設
を
進
め
て
き
た
大
和
ダ
ム

が
完
成
し
６
月
５
日，

関
係
者
約
80
人

が
出
席
し
て
竣
工
式
と
祝
賀
会
が
現
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
和
ダ
ム
は，
「
大
和
生
活
貯
水
池
」

と
銘
打
つ
多
目
的
ダ
ム
で，

水
害
を
防

ぐ
洪
水
調
節
や
村
民
の
生
活
用
水
な
ど

に
利
用
さ
れ
ま
す
。

提
の
高
さ
45
メ
ー
ト
ル，

延
長
90
メ

ー
ト
ル
。
有
効
貯
水
量
72
万
１
０
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
で
総
事
業
費
は
77
億

円
。１

９
９
０
年
に
河
川
総
合
開
発
事
業

と
着
手
し
て
か
ら
17
年
か
け
て
完
成
し

ま
し
た
。

竣
工
式
で
は，

伊
藤
祐
一
郎
県
知
事

（
代
読
）
の
式
辞，

冬
柴
鐵
三
国
土
交

通
省
大
臣
（
代
読
）
の
祝
辞
が
読
み
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

永
田
武
光
村
長，

宮
田
到
議
会
議
長

ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト，

く
す
玉
割

り，

竣
工
記
念
碑
除
幕
式
の
後，

ヒ
カ

ン
ザ
ク
ラ
の
記
念
植
樹
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
納
め
式
で
は
村
内

５
小
学
校
の
４
年
生
19
人
が
「
将
来
の

夢
」
な
ど
を
つ
づ
っ
た
作
文
と
写
真
が

埋
め
ら
れ
た
。
児
童
達
が
10
年
後
の
二

十
歳
を
迎
え
る
と
き
に
開
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

村
で
は
現
在，

浄
水
施
設
整
備
を
進

め
て
お
り，

水
道
水
と
し
て
の
供
用
開

始
は
来
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大和ダム竣工祝う
着工から1 7年　治水､利水に期待大

ヒカンザクラの記念植樹 竣工記念碑除幕式

宮古崎太鼓 竣工祝賀会



（ 4 ）

平成18年10月１日発効　鹿児島県最低賃金 611円

● 守ろう！確かめよう！この最低賃金

特定の産業には，産業別最低賃金が定められています。

平成19年度自衛官等募集案内防衛省・自衛隊
★自衛官募集ＨＰ

m o d . g o . j p / g s d f / j i e i k a n b o s y u /



（ 5 ）

みんなの ねんきん
●
全
額
免
除
制
度

＊
保
険
料
の
全
額
（
１
４
、
１
０
０
）
が
免
除

＊
全
額
免
除
と
な
る
所
得
の
「
め
や
す
」

前
年
所
得
が
次
ぎ
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

○
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×
35
万
＋
22
万

●
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

＊
保
険
料
の
一
部
を
納
付，

残
り
の
保
険
料
は
免
除

＊
４
分
の
１
納
付
（
３，

５
３
０
円
）
年
金
額
２
／
１

＊
半
額
納
付
（
７，

０
５
０
円
）
年
金
額
２
／
３

＊
４
分
の
３
納
付
（
１
０，

５
８
０
円
）
年
金
額
５
／
６

＊
一
部
納
付
と
な
る
所
得
の
「
め
や
す
」

前
年
所
得
が
次
ぎ
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

○
４
分
の
１
納
付

78
万
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

○
半
額
納
付

１
１
８
万
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

○
４
分
の
３
納
付

１
５
８
万
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

●
お
問
い
合
わ
せ
先

大
和
村
役
場
住
民
生
活
課
又
は
社
会
保
険
事
務
所

へ
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
あ
な
た
の
年
金
記
録
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
下
さ
い
。

●
こ
の
度
の
年
金
記
録
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は，

大
変
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を，

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

●
基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ
統
合
さ
れ
て
い
な
い
年
金
記
録
も，

大

切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

●
年
金
記
録
問
題
へ
の
新
対
応
策
を
進
め
ま
す
。

＊
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
様
に
は，

基
礎
年
金
番
号
に

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
加
入
履
歴
を，

順
次
送
付
し
ま
す
。

ご
疑
問
が
あ
れ
ば，

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
客
様
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
真
摯
に
対
応
し
ま
す
。

＊
社
会
保
険
事
務
所
の
専
用
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

＊
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

＊
６
月
25
日
か
ら
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
２
０
―
６
５
７
８
３
０

◎
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

（
厚
生
労
働
省
・
社
会
保
険
庁
）

平
成
19
年
度
の
免
除
申
請
が

７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

年金記録をもう一度チェック



県
警
で
は
、
年
間
を
通
じ

て　
「
行
方
不
明
」　
の
方
や　
「
無

縁
仏
」　
に
な
ら
れ
た
方
々
の

身
元
の
確
認
作
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

●
８
月
中
を
身
元
を
探
す
月

間
と
し
て
い
ま
す
。

●
長
い
間
、
音
信
が
な
く
、

連
絡
が
と
れ
な
い
、
家
出

し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
い

等
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
は
無
料
で
、
個
人
の

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　

＊
奄
美
警
察
署
　
　
　
　
　
　

℡
０
９
９
７
―
５
３
―
０
１
１
０

（
内
線
３
９
１
）
鑑
識
係

又
は
、
最
寄
り
の
駐
在
所

へ
ど
う
ぞ

相
談
所
の
開
設

本
村
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

は
、
過
疎
化
に
伴
う
児
童
生
徒

数
の
減
少
が
著
し
く
、
現
在
就

学
し
て
い
る
児
童
生
徒
及
び
、

将
来
就
学
す
る
児
童
生
徒
の
教

育
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
適
切

な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
６
月
12
日
（
火
）
、

中
央
公
民
館
に
て
第
１
回
大
和

村
学
校
統
合
検
討
審
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

●
審
議
委
員
に
は
次
の
方
々
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
会
　
長
　
納
　
　
教
芳
　
氏

副
会
長
　
直
島
　
栄
男
　
氏

●
委
　
員
　
宮
田
　
　
到
　
氏

中
　
　
　
剛
　
氏

喜
島
ス
ガ
子
　
氏

坂
元
　
昇
二
　
氏

森
　
　
忠
夫
　
氏

藤
井
　
俊
郎
　
氏

角
　
　
嘉
昭
　
氏

長
増
　
　
昇
　
氏

直
崎
美
智
子
　
氏

真
　
　
博
志
　
氏

民
　
　
実
文
　
氏

安
原
　
助
義
　
氏

前
里
　
光
栄
　
氏

大　
和　
村　
体　
育　
館　
に　
て　
、　
大　
和　
っ　
子　
ス　
ク　
ー　
ル　
第　
２　
時　
間　
目　
「　
タ　
グ　
ラ　
グ　
ビ　
ー　
に　
挑　
戦　
」　

が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

今　
回　
の　
講　
師　
は　
大　
和　
ラ　
グ　
ビ　
ー　
主　
将　
の　
元　
田　
豊　
春　
選　
手　
を　
中　
心　
に　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

タ　
グ　
ラ　
グ　
ビ　
ー　
は　
攻　
め　
て　
く　
る　
相　
手　
を　
止　
め　
る　
に　
も　
、　
ボ　
ー　
ル　
を　
奪　
い　
返　
す　
に　
も　
、　

相　
手　
の　
腰　
の　
タ　
グ　
を　
と　
ら　
な　
く　
て　
は　
い　
け　
ま　
せ　
ん　
。　
ボ　
ー　
ル　
を　
直　
接　
奪　
い　
取　
っ　
て　
も　
い　

け　
な　
い　
し　
、　
走　
っ　
て　
く　
る　
相　
手　
の　
体　
に　
触　
れ　
て　
止　
め　
る　
こ　
と　
も　
で　
き　
な　
い　
、　「　
タ　
ッ　
ク　
ル　
」　

の　
な　
い　
安　
全　
な　
ラ　
グ　
ビ　
ー　
で　
す　
。　

今　
回　
は　
児　
童　
・　
生　
徒　
23
人　
、　
大　
人　
10
人　
の　
参　
加　
で　
、　
は　
じ　
め　
に　
元　
田　
選　
手　
か　
ら　
ル　
ー　

ル　
説　
明　
が　
行　
わ　
れ　
、　
ラ　
グ　
ビ　
ー　
も　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
ケ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
が　
大　
切　
な　
競　
技　
、　
全　
員　
で　
輪　

に　
な　
っ　
て　
ボ　
ー　
ル　
が　
止　
ま　
っ　
た　
ら　
大　
き　
な　
声　
で　
自　
己　
紹　
介　
を　
す　
る　
パ　
ス　
の　
練　
習　
か　
ら　
始　

ま　
り　
ま　
し　
た　
。　
次　
ぎ　
に　
タ　
グ　
を　
付　
け　
て　
鬼　
ご　
っ　
こ　
を　
し　
な　
が　
ら　
、　
基　
本　
的　
な　
動　
き　
（　
技　

術　
）　
を　
学　
ん　
だ　
後　
、　
チ　
ー　
ム　
に　
分　
か　
れ　
て　
ゲ　
ー　
ム　
を　
楽　
し　
み　
ま　
し　
た　
。　
子　
ど　
も　
た　
ち　
は　

最　
初　
は　
怖　
が　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
す　
ぐ　
に　
慣　
れ　
華　
麗　
な　
ス　
テ　
ッ　
プ　
を　
踏　
み　
な　
が　
ら　
楽　
し　

い　
時　
間　
を　
過　
ご　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
見　
学　
に　
来　
て　
い　
た　
保　
護　
者　
も　
次　
々　
に　
参　
加　
し　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　
参　
加　
し　
た　
児　
童　
の　
一　
人　
は　
、　
と　
て　
も　
楽　
し　
か　
っ　
た　
「　
学　
校　
の　
昼　
休　
み　
に　
み　
ん　
な　

で　
、　
や　
り　
た　
い　
」　
と　
話　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

４
月
19
日
（
土
），

平
成
19
年
度
大
和
っ
子
ス
ク
ー
ル
第
１
時
間
目

「
大
和
の
自
然
探
索
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
村
役
場
産
業
振
興
課
の
大
町
博
之
さ
ん
を
講
師
に
迎
え，

役
場

裏
の
滝
の
川
遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
身
近
な
大
和
の
自
然
探
索
を
行
い

ま
し
た
。
遊
歩
道
の
先
に
は
推
定
樹
齢
約
２
５
０
年
の
大
き
な
オ
キ
ナ

ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
が
そ
び
え
立
ち，

参
加
し
た
児
童
等
は
歓
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
木
は
２
年
に
一
度
大
き
な
ド
ン
グ
リ
を
つ
け
ま
す
。

こ
の
滝
の
子
山
は
急
斜
面
を
流
れ
る
川
も
あ
り，

集
落
の
水
源
地
と

し
て
昔
か
ら
神
山
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
直
径
が
１
メ
ー

ト
ル
を
越
え
る
も
の
が
数
本
、
80
㎝
を
越
え
る
も
の
が
数
十
本
と
手
つ

か
ず
の
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
火
気
や
ゴ
ミ
に
気
を
付
け
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（ 6 ）

学
校
統
合

検
討
審
議
会
開
催

行
方
不
明
者

を
さ
が
す

大
和
っ
子
ス
ク
ー
ル
第
１
時
間
目

「
大
和
の
自
然
探
索
」

大
和
っ
子
ス
ク
ー
ル
第
２
時
間
目

「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
に
挑
戦
」



（ 7 ）

戸円公民館落成で祝賀会 集落挙げて盛大に

５月2 7日に、戸円公民館の完成式・落成

祝賀会があり、多くの集落民、関係者、出

身者らが参加して真新しい交流拠点施設の

完成を盛大に祝いました。

旧生活館は築3 6年が経過して塩害や雨漏

りなどで老朽化が目立ち支障を来していた

ため平成1 8年９月から新公民館の工事が始

まり、今年３月に完成しました。

建設場所は県道沿いの旧戸円生活館跡地

に、鉄筋コンクリート造り平屋建てで、面

積は1 9 7㎡です。高齢者が多いためバリアフ

リー化されて、とても近代的です。

完成式では、恵勝司区長が「新しい公民

館を集落の催しや各種団体で利用し、出身

者の活動の場としても利用してほしい」と

あいさつしました。 続いて、永田武光村

長の祝辞の後に祝賀会が行われ、出身者や

集落民による祝い唄や祝舞などが次々と披

露され、列席された人たちで新しい公民館

の完成を祝いました。

家族とのふれあい
～大和の園　夏祭り～

７月１日（日）、特別養護老人ホーム「大和の園」（田

中一幸園長）において、夏祭りが盛大に行われました。

入園者や家族、職員とのふれあいを深め楽しいひとと

きを過ごしてもらう目的で、今年で１３回目を迎えまし

た。

中庭に特設ステージを設け、入園者の鼓竹隊でオープ

ニング、会場にリズムカルに響きわたりました。

永田武光村長、森永国光家族会長のあいさつにつづき、

公民館舞踊教室、大棚婦人会、米沢和子さん、平田すえ

みさんの舞踊、山元兄弟の島唄、作田さん（ファミリー

館），家族会，エイサーやカラオケ等による多くの出し

物があり，会場をにぎわせました。

また大棚婦人会及び連合青年団のボランティアも参加

し，焼きそば，焼き鳥，かき氷などの夜店も出店され祭

りを盛り上げて，多くのお年寄りにとっては，久しぶり

に家族とのひとときを過ごすことが出来ました。

入園者の竹隊鼓

大棚婦人会余興
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ひらとみ朝市…………ひらとみ朝市で地元の水産物を販売しました。
モズク養殖場誘致……モズク養殖場を３ヶ所に誘致し、漁業生産物が拡

大しました。

シラヒゲウニ放流………稚ウニ10,000個を放流しウニを増やしました｡
藻場調査…………………藻場の造成を図るため、環境調査を行いました。
イカシバ設置……………イカシバ200束を設置し、アオリイカの産卵場所を確保しました。
育苗地整備………………浜辺に植える植物の育苗地を整備しｱﾀﾞﾝ・ﾕｳﾅを植えました。
海岸清掃…………………海岸を清掃し漁場環境の保全を図りました。
海底清掃…………………湯湾釜海底に放置されていた783本の鉄筋を除去し、網などのゴミを回収しました。
漁場監視…………………ハンドマイクを４地区に配備し、漁場監視活動を行いました。
オニヒトデ・サメ駆除…オニヒトデ1,206匹を駆除しました。サメ160尾を駆除しました。

２　協定締結の経緯
漁業者の減少や高齢化が進み、漁業の衰退化、水産業・漁村における多面的機能の低下が懸念され
ることから、話し合いを通じて漁場の生産力向上に関する取組、創意工夫を活かした新たな取組を実
施し、地域漁業の活性化を図るとともに、主業的漁家数の増加や漁業集落活動による多面的機能を確
保することを目指し、離島漁業再生支援交付金を活用して次のような取組をしました。

３　取組内容
①漁場の生産力の向上に関する取組

②集落の創意工夫を活かした新たな取組状況

１　集落協定の概要
都道県名：鹿児島県
市町村名：大和村
協定締結集落名：まほろばやまと漁業集落
交付金額：3,400千円
協定参加世帯数：40世帯（うち漁業世帯25世帯） ラワン材を

活用した看板

シラヒゲウニ、イセエビ、タコ、サザエ、ヤコウガイ、シャコ
ガイ､マガキガイ(テラジャ)は、鹿児島県知事が漁業協同組合に免
許した共同漁業権の対象となっているため、漁協が認めた人でな
ければ採ることができません。違反者には、漁業法第1 4 3条が適

用され、2 0万円以下の罰金となる場合があります。ウニの採取期間は、漁協ごとに定められていて、本村の漁
期は、７月2 0日から８月2 0日までとなっています。期間外にウニを採ると、組合員であっても処分されるこ
とがあります。また、採取したウニ殻を浜辺に放置したり、海に投棄することは「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律第1 6条で）禁じられています。注意しましょう。

シラヒゲウニを
採るには許可が必要

ルールを守り、豊かな海に

離島漁業再生支援交付金による取組概要

オニヒトデ駆除

サメ駆除

シラヒゲウニ放流

海
底
清
掃

ひらとみ朝市



（ 9 ）

５　
月　
2  3  
日　
（　
水　
）　
、　
思　
勝　
港　
湾　

緑　
地　
広　
場　
に　
て　
、　
平　
成　
1  9  
年　
度　
大　

和　
村　
ゲ　
ー　
ト　
ボ　
ー　
ル　
春　
季　
大　
会　
が　

行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
大　
会　
は　
、　
ゲ　
ー　
ト　
ボ　
ー　
ル　

愛　
好　
者　
の　
親　
睦　
と　
健　
康　
増　
進　
を　
図　

り　
、　
本　
村　
ゲ　
ー　
ト　
ボ　
ー　
ル　
競　
技　
の　

向　
上　
に　
努　
め　
な　
が　
ら　
生　
涯　
ス　
ポ　
ー　

ツ　
に　
対　
す　
る　
意　
識　
を　
高　
め　
る　
た　
め　

に　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

今　
回　
は　
４　
チ　
ー　
ム　
が　
参　
加　
し　
、　

総　
当　
た　
り　
戦　
で　
熱　
戦　
が　
展　
開　
さ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
大　
会　
は　
、　
天　
候　
に　
も　
恵　

ま　
れ　
、　
参　
加　
者　
の　
み　
な　
さ　
ん　
は　
笑　

顔　
で　
和　
や　
か　
に　
プ　
レ　
ー　
し　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　

●　
大　
会　
の　
成　
績　
は　
次　
の　
と　
お　
り　
で　
す　
。　

◎　
優　
勝　
　　

津　
名　
久　
チ　
ー　
ム　
　　
　　
３　
勝　
０　
敗　
　　

○　
２　
位　

大　
棚　
・　
大　
金　
久　
チ　
ー　
ム　１　

勝　
２　
敗　

○　
３　
位　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

名　
音　
チ　
ー　
ム　
　　
　　
　　
１　
勝　
２　
敗　

○　
４　
位　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

大　
和　
浜　
チ　
ー　
ム　
　　
１　
勝　
２　
敗　

＊　
２　
〜　
３　
位　
は　
同　
率　
で　
す　
が　
、　

得　
失　
点　
差　
（　
内　
容　
）　

６
月
10
日
、
第
10
回
大
和
村

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
ふ
れ

あ
い
広
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
村

内
40
名
の
ト
ッ
プ
選
手
が
集
結
し
、

ク
ラ
ブ
さ
ば
き
を
競
い
ま
し
た
。

●
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
男
子
の
部
】

優
勝
　
福
永
　
則
雄
選
手
39
打

準
優
勝
安
田
　
　
修
選
手
42
打

３
位
　
永
田
　
義
久
選
手
42
打

４
位
　
森
　
　
貞
義
選
手
42
打

５
位
　
森
田
　
昌
敬
選
手
44
打

６
位
　
宮
田
祐
一
郎
選
手
45
打

【
女
子
の
部
】

優
勝
　
玉
井
　
早
苗
選
手
39
打

準
優
勝
富
田
美
加
代
選
手
41
打

３
位
　
仲
新
城
幸
子
選
手
44
打

４
位
　
松
尾
　
キ
ク
選
手
44
打

５
位
　
今
田
シ
ズ
ノ
選
手
45
打

６
位
　
岩
泉
ヨ
シ
エ
選
手
48
打

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

○
福
永
　
則
雄
選
手
　
１
番

○
富
田
美
加
代
選
手
　
６
番

○
永
田
　
義
久
選
手
　
６
番

○
今
田
シ
ズ
ノ
選
手
　
６
番

○
玉
井
　
早
苗
選
手
　
６
番

○
永
田
　
武
光
選
手
　
６
番

○
大
當
　
政
文
選
手
　
８
番

○
永
田
　
世
史
選
手
　
５
番

○
安
田
　
　
修
選
手
　
６
番

第
10
回
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

●　
試　
験　
区　
分　

＊　
警　
察　
官　
Ｂ　
（　
男　
性　
）　

4  0  
名　

＊　
警　
察　
官　
Ｂ　
（　
女　
性　
）　

５　
名　

＊　
警　
察　
官　
Ｂ　
（　
武　
道　
）　

２　
名　

●　
鹿　
児　
島　
県　
志　
望　
の　
受　
験　
資　
格　
等　

＊　
昭　
和　
5  1  
年　
４　
月　
２　
日　
か　
ら　
平　
成　

２　
年　
４　
月　
１　
日　
ま　
で　
に　
生　
ま　
れ　

た　
方　
で　
、　
４　
年　
制　
大　
学　
を　
卒　
業　

し　
た　
方　
又　
は　
卒　
業　
見　
込　
み　
の　
方　

を　
除　
く　
。　

●　
第　
一　
次　
試　
験　

＊　
試　
験　
日　

平　
成　
1  9  
年　
９　
月　
1  6  
日　
（　
日　
）　

＊　
試　
験　
内　
容　

教　
養　
試　
験　
、　
作　
文　
試　
験　
、　
身　
体　
　　

検　
査　
、　
実　
技　
試　
験　
（　
武　
道　
の　
み　
）　

＊　
試　
験　
地　

鹿　
児　
島　
市　
、　
薩　
摩　
川　
内　
市　
、　
鹿　
　　

屋　
市　
、　
奄　
美　
市　
（　
武　
道　
は　
鹿　
児　
　　

島　
市　
会　
場　
の　
み　
）　

●　
採　
用　
試　
験　
案　
内　
・　
受　
験　
申　
込　
書　
　　

配　
布　
場　
所　

＊　
鹿　
児　
島　
県　
警　
察　
本　
部　
警　
務　
課　
又　
　　

は　
県　
内　
各　
警　
察　
署　
、　
鹿　
児　
島　
県　
　　

人　
事　
委　
員　
会　
事　
務　
局　

●　
申　
込　
受　
付　

＊　
８　
月　
１　
日　
（　
水　
）　
〜　
８　
月　
1  7  
日　
（　
金　
）　

●　
問　
い　
合　
わ　
せ　
先　

＊　
鹿　
児　
島　
県　
警　
察　
本　
部　
警　
務　
課　
採　
用　
係　

℡　
代　
表　
０　
９　
９　
―　
２　
０　
６　
―　
０　
１　
１　
０　
　　
　　

（　
内　
線　
２　
０　
３　
６　
）　

直　
通　
０　
９　
９　
―　
２　
０　
６　
―　
２　
２　
２　
０　

大　
和　
村　
の　
各　
集　
落　
に　
は　
、　
い　
く　
つ　
も　
の　
橋　
が　
架　
か　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
住　

民　
の　
生　
活　
路　
線　
と　
し　
て　
多　
い　
に　
役　
立　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

●　
思　
勝　
の　
橋　
（　
中　
橋　
）　

思　
勝　
集　
落　
内　
の　
中　
央　

に　
流　
れ　
る　
思　
勝　
川　
に　
昭　

和　
4  3  
年　
５　
月　
に　
思　
勝　
中　

橋　
が　
架　
か　
り　
ま　
し　
た　
。　

長　
さ　
５　
・　
４　
ｍ　
、　
幅　

２　
・　
５　
ｍ　
の　
小　
さ　
な　
橋　

で　
す　
が　
集　
落　
の　
約　
中　
央　

に　
架　
か　
っ　
て　
い　
ま　
す　
の　

で　
、　
と　
て　
も　
便　
利　
で　
多　

い　
に　
役　
立　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

鹿
児
島
県
警
察
官
Ｂ　
（
高
卒
程
度
）　
募
集
案
内

べ　
ん　
り　
な　
橋　
シ　
リ　
ー　
ズ　
№　
４　
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◎
す
も
も
ジ
ャ
ム

●
材
料
と
分
量
の
割
合

す
も
も
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
Ｋ
ｇ

砂
糖
…
…
…
…
…
…
６
０
０
ｇ
〜
８
０
０
ｇ

レ
モ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
個

●
作
り
方

①
す
も
も
は
皮
を
む
い
て
、
刻
ん
で
、
種
子
を

除
く
。

②
レ
モ
ン
は
皮
を
む
い
て
、
輪
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
す
も
も
、
レ
モ
ン
、
分
量
の
砂
糖
１
／

３
を
入
れ
、
火
に
か
け
砂
糖
が
溶
け
て
２
〜

３
分
後
に
、
次
の
砂
糖
を
加
え
、
３
回
に
分

け
て
加
え
る
。

④
と
ろ
と
ろ
に
な
っ
た
ら
、
火
を
止
め
る
。

⑤
レ
モ
ン
を
取
り
出
し
、
消
毒
し
た
ビ
ン
に
詰

め
、
脱
気
10
分
、
殺
菌
15
〜
20
分
す
る
。

⑥
殺
菌
が
す
ん
だ
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
完

全
に
さ
ま
す
。

⑦
ビ
ン
の
周
り
の
水
気
を
よ
く
ふ
き
と
る
。

一
口
メ
モ

●
す
も
も
に
発
が
ん
性
を
抑
え
る
成
分
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
近
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。

●
デ
ザ
ー
ト
や
家
庭
の
ア
イ
デ
ア
料
理
に
大
い

に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

大
和
村
長
寿
子
宝
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

大
和
村
食
生
活
改
善
推
進
員
提
供

平　
成　
19
年　
５　
月　
１　
日　
か　
ら　
６　
月　

3  0  
日　
ま　
で　
に　
届　
け　
ら　
れ　
た　
方　
で　
す　
。　

父　
　　
忠　
　　
積　

尾　
畑　
　　
　　
紬　

つ
む
ぎ

(  大　和　浜　)  

母　
　　
沙　
優　
里　

父　
　　
　　
伸　
　　

細　
川　
　　
　　
樹　

い
つ
き

(  思　勝　)  

母　
　　
フ　
ミ　
エ　

健　
や　
か　
に　
育　
っ　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

盛　
　　
　　
　　
直　
　　
司　
（　
7  9  
）　
大　
和　
浜　

政　
　　
村　
　　
ウ　
イ　
チ　
（　
9  8  
）　
湯　
湾　
釜　

こせきの窓

（6月3 0日現在）

人口 1,870人

男 893人

女 977人

世帯 900戸

（推計人口）

ご　
冥　
福　
を　
お　
祈　
り　
し　
ま　
す　

＊　
次　
の　
方　
か　
ら　
、　
村　
社　
会　
福　
祉　
協　

議　
会　
へ　
香　
典　
返　
し　
と　
し　
て　
、　
ご　
寄　

附　
を　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

盛　
　　
八　
重　
様　
（　
故　
）　
盛　
　　
　　
直　
司　

政　
村　
實　
達　
様　
（　
故　
）　
政　
村　
ウ　
イ　
チ　

あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
。　

※　
広　
報　
誌　
・　
ふ　
る　
さ　
と　
カ　
レ　
ン　
ダ　

ー　
送　
付　
謝　
礼　
等　
と　
し　
て　
次　
の　
方　
々　

か　
ら　
ご　
寄　
附　
を　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

宮　
田　

賢　
種　
様　

一　
万　
円　
（　
奄　
美　
市　
）　

あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
。　

お

よ

ろ

こ

び

香　
典　
返　
し　
お　
礼　

ご　
寄　
附　
お　
礼　


